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防災ウォーク・避難場所の小学校グラウンドまで徒歩で避難

６グループに分かれて避難体験

会長から挨拶

小学校で避難所の説明がありました

いろいろな味がある非常食を試食

大学生の協力で防災スマホ教室を体験全員で小学校の備蓄品を確認しました
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▲おしゃべりが楽しい茶話会

▲ここで運動不足を解消！
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震
災
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便
乗
し
た

震
災
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便
乗
し
た
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悪
質
商
法
に
注
意

悪
質
商
法
に
注
意

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ひ
と
こ
と
助
言

◦�

地
震
等
の
災
害
が
起
こ
る
と
、
そ
の
際
の
混
乱
や
被
災
者

を
支
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
つ
け
込
ん
だ
便
乗
商
法

と
疑
わ
れ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
広
が

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

住
宅
修
理
等
の
勧
誘
を
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約

せ
ず
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
り
を
取
っ
た
り
、
周
囲

に
相
談
し
た
り
し
た
上
で
慎
重
に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
頼

ん
で
も
い
な
い
の
に
押
し
か
け
て
き
て
、
し
つ
こ
く
勧
誘

す
る
事
業
者
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

公
的
機
関
が
、
電
話
や
訪
問
等

で
義
援
金
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
募
っ
て
い
る
団
体

等
の
活
動
状
況
や
使
途
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の

自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
一
番
身
近
な

町
内
会
・
自
治
会
に
、
見
守
り
・
声
か
け
・
助
け
合
い
活
動
を

実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
運
動
目
標
に
「
ひ
と
り
の
不
幸

も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」
を
平

成
２
年
度
か
ら
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北
海
道
共
同
募

金
会
と
の
三
者
提
唱
に
よ
り
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

単
位
町
内
会
あ
る
い
は
地
区
連
合
町
内
会
を
対
象
に
、
年

間
を
通
し
た
活
動
に
は
「
単
年
指
定
」
で
３
万
円
、
２
年
間

を
か
け
た
新
た
な
活
動
に
は
「
２
年
指
定
」
で
５
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、「
単
年
指
定
」
の
30
町
内
会
に
３
万
円
、

「
２
年
指
定
」
の
13
町
内
会
に
５
万
円
、
合
せ
て
43
町
内
会

に
助
成
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
で
見
守

り
・
声
か
け
・
助
け
合
い
活
動
を
す
す
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

実
践
活
動
の
条
件
を
緩
和
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

斜
里
町
港
町
第
二
自
治
会
（
59
世
帯
）
で
は
、毎
週
１
回
、

高
齢
者
の
方
々
が
気
軽
に
集
い
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
茶
話

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
気
軽
に
運
動
を
楽
し
め
る

施
設
が
な
く
、
特
に
冬
期
間
は
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
た

め
、会
館
内
に
ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
を
作
ろ
う
と
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
「
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

具
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
、

４
台
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
茶
話

会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
み
ん
な
と
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
き
る
し
、
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
る
」
と
好
評
で
す
。
ま

た
、
用
具
を
提
供
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
家
で
眠
っ
て

い
た
器
具
な
の
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立
て
て
も
ら
っ
て

嬉
し
い
」
と
の
感
想
。

　

ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
、
町
内
の
他
の

自
治
会
か
ら
も
好
評
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
も
用
具
の
提
供

と
と
も
に
年
代
を
問
わ
ず
、
多
く
の
会
員
に
利
用
を
呼
び
か

け
て
い
く
予
定
で
す
。

「
ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
」で

�

運
動
不
足
を
解
消

家
庭
で
眠
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
を
提
供

斜
里
町
港
町
第
二
自
治
会

令
和
５
年
度
の
事
例

見
守
り・声
か
け
な
ど
の
訪
問
活
動

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
交
流
活
動
に
取
り
組
む
43
町
内
会
に
助
成

事
例
１　

見
た
目
で
は
自
宅
に
被
害
は
な
い
が
、
訪

問
し
て
き
た
工
事
業
者
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
。

す
ぐ
に
工
事
が
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

事
例
２　
「
保
険
金
を
使
え
ば
タ
ダ
で
住
宅
修
理
が
で

き
る
」
と
言
わ
れ
た
が

本
当
か
。

事
例
３　

市
役
所
を

名
乗
り
、
義
援
金
を
集

め
る
と
訪
問
さ
れ
た
が

信
用
で
き
る
か
。

気をつけて！

　⃝ひとり暮らしの高齢者等との会食会・茶話会・交流会
　⃝お年寄りと子どものつどい　⃝ふれあいサロンづくり

❷交流活動

　⃝声かけ訪問　⃝除排雪活動　⃝配食サービス
❸在宅福祉サービス活動

　⃝傾聴ボランティア等の養成研修会　⃝介護教室
❺マンパワー養成

　⃝町内会助け合いチームづくり
　⃝災害時要援護者のための体制づくり
　⃝消費者被害防止ネットワークづくり
　⃝オンラインによる地域のコミュニケーションづくり
　⃝防犯パトロール活動

❹ネットワークづくり

　⃝ひとり暮らしの高齢者マップ調査
　⃝高齢者ニーズ調査

❻調査活動

実践活動のメニュー

　⃝健康教室、栄養・料理教室
　⃝悪質商法被害防止研修会　⃝交通安全教室
　⃝住民福祉懇談会　⃝福祉だよりの発行

❶啓発活動
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町内会助け合いのネットワークづくりを応援します



本
助
成
事
業
は
、
道
町
連
共
済
の
会
費
収
入
を
財

源
に
会
員
還
元
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

共
済
会
員
還
元
事
業

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
全
国
各
地
で
度
重
な
る
台

風
や
地
震
、
豪
雪
、
豪
雨
等
に
よ
る
被
災
を
教
訓
に
、
平
成

17
年
度
か
ら「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」を
テ

ー
マ
に
し
た
研
究
大
会
や
研
修
会
の
開
催
、さ
ら
に
、町
内
会

主
催
の
防
災
研
修
会
へ
の
助
成
事
業
を
「
共
済
会
員
還
元
事

業
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
災
害
時
に
住
民
が
助
け
合
え
る
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
東
日
本
大
震
後
の
平
成
23
年
度
よ
り
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
」と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
助
成
事
業
は
、
道
町
連
共
済
に
加
入
す
る
単
位
町
内
会

及
び
地
区
連
合
会
が
主
催
す
る「
防
災
訓
練
」
や「
自
主
防
災

組
織
研
修
会
」
に
対
し
て
２
万
円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
56
組
織
が
実
施
す
る
研
修
会
に
助
成
し
ま

し
た
。研修会のメニュー

▶�防災講習会、炊き出し訓練、
防災マップづくり

▶�災害図上訓練（ＤＩＧ）、避
難所運営ゲーム（ＨＵＧ）

▶��応急手当研修会、救急手当
研修会

▶�災害時要援護者世帯調査・
マップづくり

▶�安心・安全関係者ネットワ
ーク会議

▶�自主防災組織研修会や組織
づくりのための会議

▲ヒグマの生態を学ぶ

▲熊スプレーの発砲を体験

　

当
別
町
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
町
内
会

（
３
６
４
世
帯
）
で
は
、
住
民
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
か
ら
、
ヒ
グ
マ
の
生
態
、、
習
性

を
理
解
し
て
、
出
会
わ
な
い
た
め
、
も
し

く
は
出
会
っ
た
時
の
対
策
を
学
ぼ
う
と
、

10
月
21
日
㈯
、
募
集
人
員
を
上
回
る
26
名

参
加
の
も
と
、「
ヒ
グ
マ
の
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
野
生
動
物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
や
商

品
開
発
を
手
掛
け
る
地
元
企
業
の
協
力
の
も
と
、
当
別
町
で

の
ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況
や
生
態
を
学
ん
だ
う
え
で
、
対
策
編

と
し
て
、
①
地
域
を
ヒ
グ
マ
か
ら
守
る
～
川
沿
い
の
草
刈
り

を
し
て
ヒ
グ
マ
が
草
に
隠
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
見
通
し
を
良

く
す
る
、
②
ヒ
グ
マ
に
エ
サ
と
学
習
さ
せ
な
い
～
お
墓
の
お

供
え
物
、日
時
を
守
ら
な
い
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
生
ご
み
、

畑
に
残
さ
れ
た
野
菜
く
ず
、
③
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め

～
山
菜
・
キ
ノ
コ
狩
り
で
は
、
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
歩
き
、

複
数
人
で
行
動
、
薄
暗
い
時
は
行
動
し
な
い
、
④
出
会
っ
て

し
ま
っ
た
ら
～
最
後
の
手
段
は
熊
ス
プ
レ
ー
等
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。そ
の
後
、熊
ス
プ
レ
ー
の
発
砲
を
体
験
し
ま
し
た
。

防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業

防
災
避
難
訓
練
等
に
取
り
組
む
56
町
内
会
に
２
万
円
を
助
成

防
災
講
座
　「
ヒ
グ
マ
の
勉
強
会
」

も
し
も
ヒ
グ
マ
に
出
会
っ
た
ら

当
別
町　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
町
内
会

令
和
５
年
度
の
事
例

令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
の
お
見
舞
い

　
令
和
６
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
被
災
地
で
の
救
助
活
動
・

復
旧
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。
皆
様
が
い
つ
も
の
生
活
に

戻
ら
れ
ま
す
よ
う
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
北
海
道
町
内
会
連
合
会
と
し
て
は
、
北
海

道
共
同
募
金
会
か
ら
の
「
令
和
６
年
度
能
登

半
島
地
震
災
害
に
よ
る
義
援
金
の
募
集
」
の

呼
び
か
け
に
対
し
、
会
員
組
織
の
皆
様
に
令

和
６
年
１
月
９
日
付
け
で
周
知
協
力
の
お
願

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
全
国
自
治
会
連
合
会
を
通
じ

て
、
北
海
道
町
内
会
連
合
会
か
ら
被
災
地
に

対
す
る
お
見
舞
金
を
お
贈
り
す
る
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
被
災
地
の
皆
様
へ
の
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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災害に備えた地域の助け合い、支え合いを応援します



　北海道町内会連合会では、これからの町内会活動と近隣で支え合うまちづくりを推進するため、令和４年９月から10月
にかけて、単位町内会・自治会組織調査を実施しました。
　結果、道内34市区町村の865組織（74.6％）から回答をいただきました。
　前号105号では、町内会の現状と課題として、未加入世帯の状況と加入促進策、町内会が抱える課題と対策案を掲載し
ました。本号では、町内会への期待と行政や連合会組織との連携について掲載します。

令和４年度市区町村単位町内会・自治会組織基本調査の報告令和４年度市区町村単位町内会・自治会組織基本調査の報告 第２弾

　町内会に特に期待される役割は、「見守りなどの福祉活動」、「親
睦会などの交流活動」がともに約４割、「避難訓練や自主防災組織
などの防災活動」が３割強の状況でした。

１．町内会に特に期待される役割
－見守り、親睦会、避難訓練や自主防災－

見守りなどの福祉活動 41.0％

親睦会などの交流活動 39.7％

避難訓練や自主防災組織などの防火活動 33.6％

　町内会連合会の役割では、「各町内会の要望を取りまとめ行政へ
陳情」が７割強と多く、自由記述では、次のような意見・要望が寄
せられました。

４．市区町村連合会組織の役割
－「行政へ町内会の要望を陳情」が７割強－

◦担い手不足のため単位町内会からの相談機関を設置してほしい。
◦空き家対策、危険家屋問題への対応。
◦町内会の統廃合を仲介し、活動のあり方を模索してほしい。

各町内会から要望事項のとりまとめを行い、
行政へ陳情を行う

73.4％

行政から町内会への各種依頼、事業協力の調整
を行う

61.2％

町内会相互の連携や連絡調整を行う 56.0％

町内会役員の親睦・交流を図る 35.7％

町内会単独で実施が困難な事業の支援を行う 31.2％

町内会役員の研修・視察等を行う 30.4％

◦�近隣町内会との合併が不可欠で、もうその時期に来ている。
◦�町内会組織の意義と役割を根本から見直す時期ではないか。
◦�町内会に替わる若者中心の地域エリアにこだわらない組
織の新設など大胆な改革が必要。
◦�町内会員としてメリットを感じられる事業、町内会加入

を条件にした事業の推進。
◦�デジタル化を促進して、回覧板機能を活用した会員の意
見を徴収したい。

◦�高齢化のため、町内会の運営・活動に対する行政の支援
が必要。

２．町内会運営のあり方
－「現状のままで良い」が半数を占める一方で「事業を取捨選択」や「組織体制をスリム化」の回答も－
　今後の町内会運営のあり方について、「現状のままで良い」が５
割弱と多いものの、「事業を取捨選択し見直す」が３割、「組織体制
をスリム化する」が２割強の状況でした。
　自由記述では、次のような意見が寄せられました。

現状のままでよい 44.6％

事業を取捨選択し見直す 30.1％

組織体制をスリム化する 23.4％

◦�町内会へ依頼される民生委員児童委員や関係団体の委員
等の推薦に苦慮している。
◦�行政職員が率先して、町内会活動に参加して役員を担っ
てほしい。
◦�回覧板を回せない高齢者が増えている。タブレット端末

貸与等による電子化を希望する。
◦�若年層へ町内会活動を周知するため、電子化する補助金
がほしい。

◦�行政が町内会を必要とするのなら、町民＝町内会員とい
う「町条例」を施行してほしい。

　町内会が行政に協力している内容は、「行政広報紙の配付」が約９
割、「行政主催の会合・研修会の連絡、通知」が約６割と続きます。
　自由記述では、次のような意見が寄せられました。

３．町内会と行政との関係
－行政広報紙の配布に協力する町内会が９割－

行政広報紙の配付 86.0％

行政主催の会合・研修会の連絡、通知 59.3％

町内会館、公園施設の管理運営 39.7％

行政関係団体の委員の推薦 34.8％

◦�大雨や台風等の自然災害が多発する昨今、住民同士の共
助がますます重要。今後の事業推進に期待。
◦�町内会役員の確保に向けてＩＣＴ（情報通信技術）を使
った会議の推進、回覧板廃止等が必要。
◦�今後も町内会規模の大小に関わらず、協力し合える組織

の要として活動を推進してほしい。
◦�貴会と単位町内会の関りは感じられない。地域格差があ
り地域に合った町内会活動の模索も必要。

◦�一般社団法人として、本会が実施する共済事業、研修会、
福祉・防災の全道運動を広く周知すべき。

　北海道町内会連合会（本会）に対して、次のような意見・要望が寄せられました。

５．北海道町内会連合会の役割
－本会へのさらなる期待と積極的なＰＲが課題－
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管内町内会連絡協議会の概要 令和６年３月31日現在

組織名 会長名 事務局 加入市区町村数／
管内市町村数

R５年度
予算額 結成年

根室管内
町内会連絡協議会

長谷川敬二
（根室市）

根室市
町会連合会

５／５
市町村 1,586千円 昭和58年

釧路管内
町内会連絡協議会

黒木　　満
（釧路市）

釧路市
連合町内会

８／８
市町村 　291千円 平成２年

胆振管内
町内会連絡協議会

中川　信市
（登別市）

登別市
連合町内会

10／11
市町村 　330千円 平成４年

渡島管内
町内会連絡協議会

江頭　　進
（函館市）

函館市
町会連合会

11／11
市町村 　136千円 平成４年

十勝地区
町内会連絡協議会

古澤　慎二
（帯広市）

帯広市
町内会連合会

10／19
市町村 　383千円 平成４年

オホーツク管内
町内会自治会連絡協議会

船山　洋明
（紋別市）

紋別市
町内会連絡協議会

17／18
市町村 　677千円 平成10年

宗谷管内
町内会自治会連絡協議会

瀧　　勝彦
（稚内市）

稚内市
町内会連絡協議会

６／10
市町村 　469千円 平成11年

上川総合振興局管内
町内会自治会連絡協議会

中村　雅光
（名寄市）

名寄市
町内会連合会

９／23
市町村 　256千円 平成13年

管内町内会連絡協議会のすがた
　北海道総合振興局・振興局管内を単位とした町内会連絡協議会は、道内で８組織結成され、管内市町村間の連
絡調整、交流、研修、各種運動の推進等がすすめられています。

　北海道町内会連合会では、管内市町村の連
携と町内会活動の充実・強化を促進するため
に、次のような活動費の助成をして応援して
います。また、連絡協議会が未結成の管内に
対しては、結成を呼びかけています。

・活動助成費 � ３万円
・加入促進・共済啓発活動費 � ３万円 ▲釧路管内（研修交流会）

▲上川管内（研修交流会）

▲オホーツク管内（研修会）

▲十勝地区（研修会）
▲根室管内（創立・記念式典）

根室管内町内会連絡協議会根室管内町内会連絡協議会
創立40周年記念のお祝い

　北海道内初の昭和58年11月に発足さ
れ、40周年を迎えられました。

管内町内会連絡協議会への助成

▲胆振管内（研修会）
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●見舞金支給事例

76歳・男性

　会長として、町内会の葬儀に参列。帰宅途中の路上で車
に跳ねられ、脳挫傷や慢性硬膜下血腫などで入院。神経系
統の機能などに著しい障害を残したため、100％の後遺障
害見舞金が支給されました。

後遺障害見舞金　200万円
（200万円×100％＝200万円）

死亡見舞金Ａ　 200万円
77歳・男性

　会長として、町内会配付用の広報紙を受け取り、帰宅途
中に凍結路面で転倒。頭部を強打し、脳挫傷で約12時間後
に死亡されました。
※�死亡見舞金Ａは、町内会活動中の外因・外傷の事故による死
亡に対して支給。（事故発生日から180日以内に死亡の場合に
限る）

死亡見舞金Ｂ　10万円
83歳・男性

　町内の草刈り・清掃作業中に意識不明となり、救急車で
病院に搬送され、搬送先の病院で急性心臓死による死亡が
確認されました。
※�死亡見舞金Ｂは、「死亡見舞金Ａに該当しない活動中の死亡｣
に対して支給。（発生後24時間以内に死亡の場合に限る）

◆パンフレット
　「道町連共済のご案内2024年」

Ａ４版・４ページ・カラー

　令和６年度からの道町連共済の
内容を紹介したパンフレット「道
町連共済のご案内2024年」は、本
会ホームページに
ＰＤＦファイルを
掲載していますの
で、普及・啓発等
にご活用ください。

傷害見舞金　13,586円
〜通院が5日以内の事故の場合〜

67歳・女性

　夏休みの夜間パトロール中に、公園内の丘を下る際に足
を滑らせて転倒。左膝内側半月板損傷、左頚骨骨挫傷と診
断され、４日間通院しました。

（見舞金内訳）
通院４日分� 7,890円

薬　　　代� 3,470円
補 装 具 代� 2,226円

※�通院した日が５日以内の事故は、診断書（治ゆ証明書）の提
出が不要です。診断書に替えて明細書と領収書の提出が必要
になります。（コピー可）

（見舞金内訳）
入院28日分� 91,460円
通院２日分� 960円

薬　　　代� 510円
診 断 書 料� 5,000円

傷害見舞金　97, 930円
80歳・女性

　町内会の春の大掃除に向かう途中、自転車に乗ろうとし
て転倒。救急車で病院に搬送され、左大腿骨頚部骨折と診
断され、28日間入院、２日間通院しました。

破損事故見舞金　10,000円
80歳・男性

　防災担当者として、防災訓練のため大型テントを会場内
に設置。強風でテントが飛ばされ、駐車していた普通乗用
車に当たり、車体に傷をつけてしまいました。

◆道町連共済の様式はホームページから

◆加入・請求手続きの説明冊子
　「事務手続きの手引き」第二次改定版

第二次改定版

第二次改定版

第
二
次
改
定
版

E-mail info@d-choren.or.jp
ホームページ http://www.d-choren.or.jp/

発　行　２０１５年３月　初版

　　　　２０２３年２月　第２版

発行者　一般社団法人　北海道町内会連合会

　　　　札幌市中央区北２条西７丁目１番地　かでる２・７

　　　　ＴＥＬ　０１１ー２７１ー３１７８

　　　　ＦＡＸ　０１１ー２７１ー３９５６

Ａ４版・38ページ

　冊子「道町連共済事務続きの手
引・第二次改定版」は、令和５年
度からの新たな見舞金「破損事故
見舞金」の施行に伴い、昨年度作
成いたしました。
　事務続きを円滑にすすめていた
だくため、加入手続き、請求続き
の説明とともに、あらまし、様式、
規程を掲載しています。
　本会ホームページにＰＤＦファイルを掲載していま
すので、ご活用ください。
　今後、内容に変更等が生じた場合は、その都度お知
らせします。

道町連共済お問合せ先

札幌市中央区北２条西７丁目１番地かでる２．７
一般社団法人　北海道町内会連合会
TEL011-271-3178　FAX011-271-3956
http://www.d-choren.or.jp

　道町連共済の加入・見舞金申請様式は、ワードファ
イルで用意していますので、ご活用ください。
　北海道町内会連合会ホームページのトップページ左
下のボタンをクリックしてください。

〈加入のための様式〉
①様式第１号「共済加入申込書」
②様式第２号－１「加入者名簿（個人加入用）」
③様式第２号－２「加入者名簿（役職加入用）」
④様式第３号「加入者変更届」

クリック
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　「道町連共済」は、町内会・自治会活動中に事故にあ
われたとき、見舞金を支給する北海道町内会連合会の
会員相互の助けあい事業です。
　町内会関係者の長年の願いにより昭和58年にスター
トして、令和５年で40年を経過しました。
　正会員組織、準会員組織に所属する町内会役員や町
内会員の皆さんが、ひとり200円の会費で「道町連共済」
に加入いただけます。
　令和５年４月１日から、新設「破損事故見舞金」が
施行され、共済会費は現行の200円のまま、給付内容
が充実しました。

●安心して活動に参加いただくために

●令和５年度は85件の見舞金を支給
　令和５年度の見舞金件数は85件、見舞金は総額
2,646,657円を支給しました。
　前年度に比べ、支給件数は26件増、支給総額は、約
63万円増となりました。傷害見舞金の１件あたりの平
均支給額は約33,000円でした。

　（内訳）
　　傷害見舞金　　　78件� 2,576,657円
　　破損事故見舞金　７件� 70,000円

　図５のとおり、環境整備・資源回収・除排雪中の事故
が最も多く、続いて、盆踊りやお祭り、総会・役員会
等の運営業務での事故が多く発生しました。

－環境整備・資源回収・除排雪中の事故が多く発生－

４．どのような活動中の事故が多かったか

0 10 20 30

盆踊り・お祭り

環境整備・資源回収・除排雪

回覧板・広報配付・町内会費徴収

総会・役員会等の運営業務

レクリエーション等の親睦行事

交通安全・防災・防犯活動

運動会等のスポーツ行事

3

4

6

9

13

15

28

　図４のとおり、事故発生時期は、８月が15件と多く、
夏祭りでの事故が多く発生しました。

－事故が多かったのは、８月－

３．事故の発生時期
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　令和５年度の共済加入者は109,403名。
　道内の117市区町村の3,605町内会より加入いただき
ました。個人加
入と役職加入の
割合は、図１の
とおりでした。
（令和６年３月
10日現在）

●令和５年度は約１１万名が加入

役職加入
78%
役職加入
78%
役職加入
78%

個人加入
22%
個人加入
22%
個人加入
22%

加入者
109,403名

　図２のとおり、性別では男性が49名、女性が29名で
した。年齢別では70代の方に事故が集中しました。

●令和５年度の事故の状況

－ケガが多かったのは70代－
１． 性別・年齢別
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　図３のとおり、ケガ
の内容は前年度同様、
転倒による骨折が26件
（33％）ともっとも多
くありました。

－最も多いのが転倒による骨折－

２．どんなケガが多いか

骨折
33%

その他
18%
その他
18%

打撲
12%
打撲
12%

外傷
14%
外傷
14%

腱/筋/靭帯 4%

捻挫・脱臼 3%

複数
17%
複数
17%

図１　個人・役職加入の割合

図３　ケガの内容

図４　事故の発生月

図５　活動ごとの事故状況

図２　性別 ･年齢別の状況
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令和６年度令和６年度
全道町内会活動研究大会のご案内全道町内会活動研究大会のご案内

テーマ「地域の絆と安心・安全なまちづくり」
１　と　き　令和６年５月28日㈫　13：30～
２　ところ　札幌市�かでる2.7かでるホール
３　参加費　2,000円
４　内　容
　　・表彰式　
　　　令和６年度北海道町内会連合会表彰
　　・講演　テーマ
　　　「安心・安全な地域の支え合いと絆づくり」
　　　　～お天気から教えられること～（仮称）
　　　講師　菅井　貴子氏（気象キャスター）

　　　※�大会終了後の交流会は、感染症予防を配慮し
て中止させていただきます。

令和６年度総会のご案内令和６年度総会のご案内
　令和５年６年度総会は、次のとおり実施いたします。
議案書は５月中旬までにお送りします。

１　と　き　令和６年５月29日㈬　９：30 ～
２　ところ　北海道第２水産ビル８階会議室
３　議　事
　　⑴報告事項
　　　令和５年度事業報告
　　　令和５年度収支決算報告
　　　令和５年度監査報告
　　⑵議決事項
　　　令和６年度事業計画（案）
　　　令和６年度収支予算（案）
　　⑶選任事項
　　　役員の改選

【お願い】
　会長、副会長いずれも当日欠席される場合は、
総会前に議案書を送付しますので、書面もしく
はメールでの表決をお願いします。

振込み手続きについて振込み手続きについてお願い

　本会会員組織の皆様には、すでにお知らせしており
ますとおり、これまで利用いただいておりました「四
連式の振込用紙（払込取扱票）」は、北海道銀行様の
都合により、令和５年12月末日をもって廃止となりま
した。
　令和６年１月からの本会へのご入金に関しまして
は、事業ごとにご案内させていただきますので、指定
の口座宛てお振込みください。なお、お振込みに係る
手数料は振込者様のご負担とさせていただきますの
で、ご了承ください。

～正会員組織データベースのご案内～～正会員組織データベースのご案内～
町内会に役立つ情報を発信しています町内会に役立つ情報を発信しています

　道内の町内会連合会の概要や活動内容、広報紙等を
紹介した「正会員組織データベース」をホームページ
に公開しています。
　「わがまちをＰＲしたい」「視察研修先はどこにしよ
う」等、様々な場面でご活用いただいております。情
報の掲載はいつでもお受けしていますので、本会まで
ご連絡ください。

あなたのまちの活動を
写真で紹介します！

http://www.d-choren.or.jp/db/

データベースの情報提供は本会事務局まで

TEL011-271-3178　FAX011-271-3956
E-mail：info@d-choren.or.jp

～義援金募集にご協力ください～～義援金募集にご協力ください～
令和６年能登半島地震災害令和６年能登半島地震災害

　令和６年１月１日に発生した能登半島を震源とする
地震により、北陸地方を中心に人的及び家屋への甚大
な被害が発生し、複数の市町村に災害救助法が適用さ
れました。被災者の皆様には心よりお見舞い申し上げ
ます。
　この災害発生に伴い、本会では、北海道共同募金会
からの「義援金募集」の呼び掛けに協力し、本会会員
組織に周知協力のお願いをしました。
　義援金の募集期間は、令和６年６月28日までで、北
海道共同募金会及び各市町村共同募金委員会窓口にお
いても、義援金を受け付けています。
　詳細につきましては、本会ホームページの会員専用
ページをご覧ください。

今後の会議等の予定今後の会議等の予定
Ｒ６．５．28
令和６年度全道町内会活動研究大会／札幌市
Ｒ６．５．29
令和６年度北海道町内会連合会総会／札幌市
Ｒ６．８．30
令和６年度町内会活動実践者研修会／札幌市
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道町連からのお知らせ道 町 連 か ら の お 知 ら せ


